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	乳房全摘後にエキスパンダーを入れた方
	エキスパンダーは数か月を目安に取り出します。それを置き換えるものとして、①インプラント、と②ハイブリッド法（インプラントと脂肪注入移植の併用）があります。
	過去に乳がんの手術を受けた方（二次再建）
	乳房全摘で放射線治療をしていない方は、エキスパンダーを入れて、インプラントやハイブリッド法を行うことが可能です。それ以外の場合は、皮弁法や脂肪注入などの自家組織を用いた治療を利用した治療を組みいれます。これまでに受けた治療やご希望に応じて、カスタマイズした治療計画をご提案します。
	これから乳房全摘手術を受ける方
	乳房再建を希望する患者さんの多くは、乳房全摘手術を受けることになります。
	乳腺全摘手術を受ける方で放射線治療の予定がない場合は、乳がんの切除手術と同時に再建治療を始めることが可能な場合があります。このような再建を一次再建と呼びます。再建治療は、時間が経ってから、受けることもできます。そうような再建を二次再建といいます。

